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【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年7月13日(2017.7.13)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００７】
　現在のＢｔ毒素導入作物およびその毒素製剤の広範な使用に存在している安全面でのリ
スクおよび過敏反応などの問題について、Ｂｔ毒素生物活性を有する代替可能な生物エフ
ェクターを開拓し、害虫の生物的防除に用いることを、本発明は次の通り実現する。
　ヌクレオチド配列が配列番号１で示される、ヒト耐虫遺伝子。
　アミノ酸配列が配列番号２で示される、本発明における、配列番号１によりコードされ
た抗Ｃｒｙ１Ｂ毒素イディオタイプ一本鎖抗体。
　本発明における、ヒト耐虫遺伝子配列番号１を含有する原核細胞用発現ベクター。
　本発明における、ヒト耐虫遺伝子配列番号１の農業害虫防除の面の用途。
　本発明における、アミノ酸配列が配列番号２で示される抗Ｃｒｙ１Ｂ毒素イディオタイ
プ一本鎖抗体を含む殺虫剤。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヌクレオチド配列が配列番号１で示されるヒト耐虫遺伝子。
【請求項２】
　請求項１に記載のヒト耐虫遺伝子を含有する原核細胞用発現ベクター。
【請求項３】
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　請求項１に記載のヒト耐虫遺伝子を含む農業害虫防除剤。
【請求項４】
　請求項１に記載のヒト耐虫遺伝子を、農業害虫を防除するために使用する農業害虫防除
方法。
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